
平成25年度 福祉のまちづくり研究所企画運営委員会 【追跡評価】

・県立研究所として、具体的な提言まで行われており、今後の他地域への拡充が期待される。
・地域交通の確保について、一定の成果が出ていることが評価される。
・地域内での協議から始まって成果の評価までできており、さらにその経験を次に活かせている。
・財源や制度上の制約があるテーマのため、今後はこの点をふまえた研究課題の設定が必要である。
・これからの日本にとっては重要なテーマであり、コミュニティバス、ゾーンバスへの展開や学会発表、
計画づくりへの参画など継続が期待される。

・製品開発につなげることができたのは評価できる。
・病院での結果を退院後の在宅や施設での生活につなぐというシステムが少なかったことから、現状を
改善する有効な方法の一つと思う。
・広く使ってもらえるような宣伝活動にも注力し、さらによいシステムにできるようなスパイラル的な発展
を目指していただきたい。
・今後の発展・普及に期待したい。
・今後、実績の追跡や改良の検討も必要である。

コメント№ 研究課題名

1

2 病院や福祉施設における食事介助
を支援する機器に関する研究開発

高齢者・障害者の福祉交通環境整
備に関する研究
-市民参加型地域福祉交通の支援
のあり方に関する研究-


